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本論文は、日本植物学会第81回大会（2017年9月, 東京理科大学野田キャンパス）で開催されたシンポジウム「カロテノイ

ド：その多様性と普遍性が切り拓く新展開」の発表内容をもとにまとめた総説です。カロテノイドを生産するのは植物と藻類

と、ごく限られた種類のバクテリアと菌類に限られていますが、ヒトをふくむほとんどの生物がカロテノイドを利用してお

り、医療や健康科学分野でも注目を集めています。本総説では、そのような幅広いカロテノイド研究のトレンドと概要を解説

しています。
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代表的なカロテノイドの構造 
 

(A)β-カロテン；炭素と水素原子のみで構成されるカロテン類の代表的なカロ

テノイド 
 

(B)ビオラキサンチン；分子内に酸素原子を含む官能基をもつキサントフィル

類の一種 
 

(C)アスタキサンチン；強力な抗酸化作用をもち, 食品, 機能性サプリメント, 

化粧品, 飼料および水産養殖分野で利用されているカロテノイド 


